
　

協
定
締
結
式
は
１
月
31
日
に
行
わ
れ
、
松
田
町

長
と
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の
辰
野
会
長
が
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
協
定
締
結
式
で
は
、
松

田
町
長
が
「
今
回
の
連
携
協
定
で
、
美
郷
町
は
新

た
な
力
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
得
た
と
感
じ
て

い
る
。
さ
ら
に
力
を
込
め
て
、
地
域
活
性
化
、
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
、
辰
野
会
長
が

「
ア
ウ
ト
ド
ア
は
、
今
日
的
な
課
題
を
克
服
す
る

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
考
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
し
て
、
美
郷
町
の
活
性
化
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
協
定
締
結
は
、
美
郷
町
と
連
携
協

力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
日
本
航
空
株
式
会
社
（
Ｊ

Ａ
Ｌ
）
の
ご
協
力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

包
括
連
携
協
定・

防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

郷
町
は
、
日
本
を
代
表
す
る
ア

ウ
ト
ド
ア
総
合
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
包
括
連
携
協

定
な
ら
び
に
防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

等
の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
災
害

対
応
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

美

（１） 災害時等の支援活動に関すること
（２） 災害時等における物資および備蓄品の提供に関すること

防災協定で規定した協力事項

（１） 自然体験の促進による環境保全意識の醸成に関すること
（２） 子どもたちの生き抜いていく力の育成に関すること
（３） 自然体験の促進による健康増進に関すること
（４） 防災意識と災害対応力の向上に関すること
（５） 地域の魅力発信とエコツーリズム（※）の促進による
　   地域経済の活性化に関すること

（６） 農林水産業の活性化に関すること
（７） 高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進に関すること

※地域ぐるみで、自然環境や歴史文化といった地域固有の魅力を観光客に伝えることで、
　その価値や大切さの理解、保全につなげていくことを目指していく仕組み

包括連携協定で規定した協力事項

■（左）日本航空株式会社：稲田運営グループ長、
　（中央）松田町長、（右）株式会社モンベル：辰野会長
■（左）日本航空株式会社：稲田運営グループ長、
　（中央）松田町長、（右）株式会社モンベル：辰野会長

美郷町と
株式会社
モンベル
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先
月
13
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

申
し
込
み
の
あ
っ
た
町
民
み
な
さ
ん

と
タ
イ
王
国
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
美
郷
中
学
校
と
交
流
開
始

の
ア
ニ
ュ
ラ
チ
ャ
プ
ラ
シ
ッ
ト
校
を

訪
ね
、
今
後
の
交
流
を
確
か
に
す
る

目
的
で
し
た
の
で
、
町
民
と
と
も
に

意
見
交
換
が
で
き
、
良
い
訪
問
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
滞
在
中
は

タ
イ
料
理
も
食
べ
ま
し
た
が
、
ス
ー

プ
に
入
っ
て
い
る
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
硬

い
茎
、
普
通
は
食
べ
な
い
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
訪
問
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
多
く
の
効

能
を
持
つ
植
物
で
あ
る
こ
と
は
、
ハ

ー
ブ
に
詳
し
い
方
は
ご
存
知
と
思
い

ま
す
。
食
欲
増
進
作
用
や
抗
菌
作
用
、

鎮
静
作
用
に
発
汗
作
用
、
そ
し
て
防

虫
作
用
も
あ
る
そ
う
で
す
。
あ
る
意

味
で
万
能
作
用
の
植
物
で
す
が
、
タ

イ
王
国
で
は
本
来
、
自
生
植
物
。
使

用
状
況
か
ら
想
像
し
て
き
っ
と
栽
培

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
し

た
身
近
な
資
源
を
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
て
活
か
す
発
想
、「
や
る
な
〜

タ
イ
王
国
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

さ
て
美
郷
町
は
今
年
１
月
31
日
、

知
る
人
ぞ
知
る
日
本
を
代
表
す
る
ア

ウ
ト
ド
ア
総
合
メ
ー
カ
ー
、
㈱
モ
ン

ベ
ル
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
の
背
景
に
は
「
身
近
な
資

源
を
い
か
に
町
づ
く
り
に
活
か
し
て

い
く
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
策
定
作
業
中
の
「
美
郷

町
観
光
振
興
計
画
」
は
ま
さ
に
そ
の

視
点
。
こ
れ
ま
で
の
清
水
や
ラ
ベ
ン

ダ
ー
に
加
え
、
山
岳
や
丘
陵
、
森
林

や
沼
な
ど
身
近
な
自
然
資
源
の
活
用

に
目
を
向
け
て
、
体
験
型
・
滞
在
型

観
光
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
、
美

郷
町
と
し
て
は
そ
の
具
体
化
に
モ
ン

ベ
ル
か
ら
も
力
を
貸
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
連
携
主
旨
で
す
。

　

か
つ
て
の
時
代
の
よ
う
な
「
い
け

い
け
ど
ん
ど
ん
」
で
は
な
い
日
本
。

人
口
構
成
や
財
政
状
況
を
鑑
み
る
と
、

私
た
ち
は
無
い
も
の
ね
だ
り
で
は
な

く
、
有
り
も
の
活
用
と
い
う
発
想
で

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
観
点
で
「
身
近
な
資
源
を
活
か

す
」
と
い
う
発
想
、
私
は
地
域
振
興

に
お
い
て
は
現
実
的
で
大
切
な
発
想

で
は
な
い
か
と
常
々
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
さ
て
、
今
回
の
訪
問
で
は
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
の
室
内
用
防
虫
ス
プ
レ

ー
を
購
入
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

残
念
！
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
活
か
せ
ま

せ
ん
。

美郷町長

松田知己

風
コラム活

か
す

株式会社モンベルとの協定締結式にて
あいさつする松田町長

CO

LU
MN  WINDS

　2月13日から17日にかけて、美郷町の訪問団17名が
タイ王国を訪れました。全5日間の日程でさまざまな活動
を行った今回の訪問は、美郷町ホストタウン推進事業の
一つとして実施されたものです。
　現地では、美郷中学校と交流が行われているアニュラ
チャプラシット校を表敬訪問し、関係者と今後の活動につ
いての意見交換をしました。また、英語に特化したクラス
である「イングリッシュ・プログラム」の授業風景を見学し
ました。アニュラチャプラシット校は幼稚園から高校まで
の一貫校で、このイングリッシュ・プログラムは幼稚園か
ら開始されているとのことです。
　このほか、世界遺産に登録されているアユタヤ遺跡や
バンコク市内にある寺院を見学し、タイ王国の文化に触
れる貴重な体験をしてきました。

タイ王国を
訪問してきたよ！

訪問の詳しい内容は、広報美郷4月号でお知らせ
する予定です。ぜひご覧ください！

■アニュラチャプラシット校訪問時の様子■アニュラチャプラシット校訪問時の様子
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